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一
　
は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
後
期
に
作
成
さ
れ
た
『
聆れ

い
と
う
か
く
し
ゅ
う
こ
ち
ょ
う

涛
閣
集
古
帖
』
を
核
と
し
て
、

掲
載
の
古
物
や
そ
の
作
成
者
で
あ
る
呉ご

田で
ん

の
吉
田
家
、
江
戸
時
代
後

期
に
熟
成
し
た
好
古
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
紹
介
す
る
企
画
展

『
い
に
し
え
が
、
好
き
っ
！ 

―
近
世
好
古
図
録
の
文
化
誌
―
』
が

二
〇
二
三
年
三
月
七
日
か
ら
五
月
七
日
ま
で
の
六
二
日
間
、
佐
倉
市
の

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
以
下
歴
博
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
『
聆
涛
閣
集
古
帖
』
は
「
聆
涛
閣
古
物
カ
タ
ロ
グ
」
の
意
で
、
家
蔵

品
に
と
ど
ま
ら
ず
日
本
各
地
の
古
器
物
二
千
四
百
点
を
精
緻
な
模
写
図

や
拓
本
で
収
録
す
る
図
譜
で
あ
る
。「
聆
涛
閣
」
の
名
は
、「
聆
」
が
「
聞

く
」、「
涛
」
が
「
怒
涛
」
の
「
涛
」
で
「
大
波
」、「
閣
」
が
「
書
庫
」
で
、

企画展示
「いにしえが、好きっ！―近世好
古図録の文化誌―」
会期　2023 年３月７日（火）～

５月７日（日）
会場　国立歴史民俗博物館

灘
の
海
岸
沿
い
、
現
在
の
神
戸
市
東
灘

区
住
吉
南
町
（
呉
田
地
区
）
に
あ
っ
た

吉
田
家
の
書
庫
の
名
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
。
江
戸
時
代
の
海
岸
線
は
現
在
の
国

道
四
三
号
線
（
当
時
の
浜
街
道
）
の
す

ぐ
南
側
で
あ
る
。

　

神
戸
に
か
か
わ
る
史
・
資
料
の
展
示

が
遠
い
佐
倉
で
行
わ
れ
る
の
は
も
ち
ろ

ん
『
聆
涛
閣
集
古
帖
』（
以
下
引
用
部

以
外
は
『
集
古
帖
』）
が
歴
博
の
所
蔵

品
で
あ
る
か
ら
だ
が
、
二
〇
〇
四
年
に

購
入
さ
れ
た
こ
の
史
料
は
、
江
戸
後
期

図　寛政年間の住吉村（『摂津名所図会』挿図を合成）
　　左に現在の本住吉神社　参道を下った海岸沿いが呉田

“ll• 
食9鼻＇ ー／～—-ヽ ・
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に
お
け
る
文
化
活
動
の
高
ま
り
を
示
す
も
の
と
し
て
常
設
展
示
さ
れ
て

い
る
史
料
で
も
あ
る
。
こ
の
た
び
の
展
示
は
、
藤
原
重
雄
氏
を
研
究
代

表
者
と
し
て
二
〇
一
七
年
度
か
ら
二
〇
一
九
年
度
に
行
わ
れ
た
歴
博
の

共
同
研
究
「『
聆
涛
閣
集
古
帖
』
の
総
合
資
料
学
的
研
究
」
の
成
果
を

披
歴
す
る
も
の
で
、
二
〇
一
九
年
十
二
月
に
は
吉
田
家
の
酒
蔵
が
あ
っ

た
現
在
の
白
鶴
酒
造
株
式
会
社
の
本
社
ビ
ル
会
議
室
に
お
い
て
研
究
成

果
の
報
告
会
が
行
わ
れ
て
い
て
い
る（

１
）。

　

聆
涛
閣
に
収
蔵
さ
れ
た
文
書
・
古
器
物
は
近
代
以
降
徐
々
に
吉
田
家

の
手
を
離
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
混
乱
期
に
最
終
的
に
散
逸
す

る（
２
）が

、
吉
田
家
に
残
っ
た
資
料
で
住
吉
歴
史
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
た
も

の
や
買
い
戻
し
品
な
ど
二
二
八
点
が
二
〇
二
三
年
一
月
三
一
日
に
「
神

戸
歴
史
遺
産
６
『
住
吉
村
吉
田
家
関
係
資
料
』」
に
指
定
さ
れ
て
い
る（

３
）。

二
　
展
示
構
成
・
イ
ベ
ン
ト
・
図
録

　

歴
博
企
画
展
室
Ａ
・
Ｂ
の
二
室
を
会
場
と
し
、
五
章
か
ら
な
る
テ
ー

マ
で
展
示
が
展
開
さ
れ
た
。
第
一
章
か
ら
第
三
章
が
『
聆
涛
閣
帖
』
と

呉
田
吉
田
家
、
第
四
章
と
第
五
章
が
江
戸
時
代
・
明
治
時
代
初
期
の
好

古
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
の
展
示
と
な
っ
て
い
る
。
章
・
項
目

立
て
は
以
下
の
通
り
。

　

第
一
章 『
聆
涛
閣
集
古
帖
』
と
は
な
に
か
（
企
画
展
室
Ａ
）

　
　
　

一
―
一 『
聆
涛
閣
集
古
帖
』
と
考
古
資
料

　
　
　

一
―
二 『
聆
涛
閣
集
古
帖
』
と
文
書
・
典
籍

　
　
　

一
―
三 『
聆
涛
閣
集
古
帖
』
と
調
度
品
・
工
芸
品

　
　
　

一
―
四 『
聆
涛
閣
集
古
帖
』
と
図
像
資
料

　

第
二
章 『
聆
涛
閣
集
古
帖
』
を
伝
え
た
吉
田
家
（
企
画
展
室
Ａ
）

　
　
　

二
―
一 

好
古
家
三
代
・
吉
田
家
の
実
像

　
　
　

二
―
二 『
聆
涛
閣
集
古
帖
』
の
成
立
と
そ
の
周
辺

　

第
三
章   

よ
み
が
え
る
聆
涛
閣
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
企
画
展
室
Ｂ
）

　

第
四
章   

正
倉
院
宝
物
の
「
発
見
」（
企
画
展
室
Ｂ
）

　
　
　
　
　
　

穂
井
田
忠
友
・
正
倉
院
宝
物
図
・
正
倉
院
宝
物
模
造

　

第
五
章 『
聆
涛
閣
集
古
帖
』
を
と
り
ま
く
好
古
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
展
室
Ｂ
）

　
　
　
　
　

藤
貞
幹
・
復
古
内
裏
・
集
古
十
種
の
編
纂
・
松
浦
武
四
郎

　

会
期
中
の
三
月
十
一
日
に
歴
博
講
堂
に
お
い
て
第
四
四
三
回
歴
博
講

演
会
と
し
て
三
上
喜
孝
氏
・
一
戸
渉
氏
・
藤
原
重
雄
氏
に
よ
る
講
演
、

四
月
一
日
に
第
一
一
五
回
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
い
に
し
え
の
『
玉
手
箱
』、

近
世
好
古
図
録
を
ひ
ら
く
」
と
し
て
吉
田
広
氏
・
村
野
正
景
氏
・
清
水

健
氏
・
落
合
里
麻
氏
・
加
藤
明
恵
氏
・
山
下
大
輔
氏
に
よ
る
講
演
が
行
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わ
れ
、
さ
ら
に
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
四
月
十
五
日
、
神
戸
市
の
御
影

公
会
堂
に
お
い
て
「
よ
み
が
え
る
聆
涛
閣
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
題
し
藪

田
貫
氏
・
三
上
喜
孝
氏
・
須
藤
宏
・
加
藤
明
恵
氏
・
古
市
晃
氏
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
た（

４
）。

　

図
録
は
Ａ
４
判
二
五
四
ペ
ー
ジ
、
二
四
二
〇
円
（
税
込
）。

三
　
所
感

　

展
示
内
容
は
広
汎
に
わ
た
る
も
の
で
、
そ
の
全
体
に
対
す
る
評
価
な

ど
筆
者
の
能
力
を
は
る
か
に
超
え
る
。
以
下
展
示
の
一
部
を
紹
介
し
、

所
感
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
予
め
ご
了
承
頂
き
た
い
。

　
「
第
一
章
『
聆
涛
閣
集
古
帖
』
と
は
な
に
か
」
で
は
、『
集
古
帖
』・

版
本
『
聆
涛
閣
帖
』
に
掲
載
さ
れ
る
考
古
資
料
、
古
文
書
・
典
籍
、
調

度
品
・
工
芸
品
、
図
像
資
料
の
実
物
を
そ
の
画
像
と
並
べ
展
示
す
る
。

　

展
示
室
に
入
っ
て
最
初
に
目
に
入
る
の
が
馬
形
埴
輪
頭
部
と
須
恵
器

樽
形
𤭯は

ぞ
う。

版
本
『
聆
涛
閣
帖
』
と
同
じ
配
置
・
向
き
で
実
物
が
展
示
さ

れ
る
。
両
者
を
見
比
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
形
や
文
様
だ
け
で
な
く
、

割
れ
口
や
器
面
の
小
傷
な
ど
も
正
確
に
写
し
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
模
写
・
採
拓
は
一
人
が
行
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
巧
拙
が

あ
る
。
基
本
的
に
は
室
内
で
臨
写
さ
れ
た
も
の
は
立
体
物
で
あ
っ
て
も

精
緻
な
図
と
な
っ
て
お
り
、
そ
う
で
は
な
い
野
外
等
、
模
写
の
条
件
が

整
わ
な
い
場
所
で
の
そ
れ
は
現
地
ス
ケ
ッ
チ
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
。

　
『
集
古
帖
』
で
は
三
二
種
に
資
料
が
分
類
さ
れ
、
こ
れ
に
従
い
各
冊

に
ま
と
め
ら
れ
る
。
文
字
に
か
か
わ
る
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
っ
て
い
る
の
が
江
戸
文
人
趣
味
に
よ
る
こ
と
は
解
説
の
と
お
り
で
、

江
戸
時
代
の
古
物
（
古
器
旧
物
）
学
か
ら
現
在
の
文
化
財
学
に
至
る
資

料
の
認
識
・
分
類
の
違
い
・
変
遷
に
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る（

５
）。

　
「
１
―
15 

銅
鐸
」
は
出
土
地
不
明
だ
っ
た
が
『
集
古
帖
』
掲
載
の
拓

本
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
昭
和
八
年
梅
原
末
治
氏
に
よ
り
報
告
さ

れ
、
寛
政
八
年
、
現
在
の
守
山
市
新
庄
出
土
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た（

６
）。

古
く
銅
鐸
は
阿
育
王
の
宝
鐸
と
も
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
、「
鐘
銘
」
冊

に
収
め
ら
れ
た
理
由
だ
ろ
う
。

　

気
に
な
る
の
が
「
鈴
鐸
」
冊
の
「
１
―
27 

隠
岐
国
駅
鈴
」。
展
示
さ

れ
て
い
た
の
は
レ
プ
リ
カ
で
あ
る
が
解
説
に
「
原
品
：
中
世
か
」
と
あ

る
。
文
化
庁
の
国
指
定
文
化
財
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
も
「
中
世
時
代
の
資

料
」
と
あ
り
駅
伝
制
の
な
い
中
世
に
作
ら
れ
た
駅
鈴
と
い
う
の
は
よ
く

わ
か
ら
な
い
。

　
「
参
考
１
―
10 

長
田
神
社
石
燈
籠
（
雨
乞
い
の
石
燈
籠
）」
は
い
か

に
も
現
地
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
が
、
よ
く
見
る
と
中
台
の
花
弁
が
上
面
側
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に
な
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
後
期
、
中
台
が
逆
さ
に
置
か
れ
て
い
た
こ

と
を
確
認
で
き
興
味
深
い
。

　

第
一
章
で
『
集
古
帖
』
の
凄
さ
を
こ
れ
で
も
か
と
見
せ
つ
け
ら
れ
た

後
、
第
二
章
で
は
こ
れ
を
ま
と
め
た
吉
田
家
が
紹
介
さ
れ
、
他
の
古
物

図
譜
と
の
対
比
に
よ
り
『
集
古
帖
』
の
成
立
過
程
に
迫
る
。

　

十
七
代
当
主
道
可
が
大
き
く
家
業
を
繫
栄
さ
せ
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

も
と
を
形
成
し
た
こ
と
が
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
た（

７
）が

、
大
実
業
家

で
あ
る
と
と
も
に
「
俳
諧
、
漢
詩
文
、
儒
学
、
医
学
、
和
歌
、
書
道
」、

庸
軒
流
の
茶
道
を
嗜
ん
だ
こ
と
を
示
す
史
料
が
展
示
で
示
さ
れ
、
そ
の

多
才
ぶ
り
に
驚
か
さ
れ
る
。
ま
た
、
次
代
の
道
圓
と
と
も
に
徳
本
上
人

を
三
年
住
吉
に
招
く
な
ど
信
仰
心
に
も
篤
く
、
さ
ら
に
「
仁
恵
の
心
篤

く
し
て
、
郷
里
の
下
民
窮
農
な
ど
を
撫
育
扶
助
し
、
陰
徳
を
専
行
ひ
し

な
り
、
こ
の
事
は
既
に
、
官
聴
に
達
せ
し
と
て
、
寛
政
年
間
に
、
ご
褒

美
を
賜
り
し
程（

８
）」
だ
と
い
う
。

　

第
三
章
で
は
吉
田
家
蔵
品
で
あ
っ
た
こ
と
の
確
認
で
き
る
古
物
が
展

示
さ
れ
る
。
国
宝
で
あ
る
泉
屋
博
古
館
所
蔵
の
「
３
―
１　

線
刻
釈
迦

三
尊
等
鏡
像
」
は
伝
来
が
不
明
で
あ
っ
た
が
、『
集
古
帖
』
に
拓
影
が

あ
り
、
そ
の
見
出
し
に
よ
り
伯
耆
国
大
山
出
土
で
あ
る
こ
と
が
今
回
明

ら
か
に
な
っ
た
と
紹
介
さ
れ
る
な
ど
新
知
見
続
出
。

　
『
集
古
帖
』
掲
載
の
銅
鐸
は
新
庄
銅
鐸
の
み
だ
が
、
山や

ま
か
わ
ま
さ
の
ぶ

川
正
宣
『
銅

鐸
獲
例
考
』
に
よ
り
、
図
録
「
３
―
４
」
の
松ま
つ
だ
い
ら
の
り
つ
な

平
乗
統
旧
蔵
銅
鐸
や

満
願
寺
銅
鐸
も
保
有
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る（

９
）。

馬
形
埴
輪
も
蒹

葭
堂
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
が
野の

り里
梅ば

い
え
ん園
の
『
摽ひ

ょ
う
ゆ
う
ば
い

有
梅
』
の
記
載
か
ら
知
ら

れ
て
お
り
、
三
代
の
間
に
も
好
古
家
間
で
古
物
の
移
動
が
あ
っ
た
こ
と

を
確
認
で
き
る
。

　
「
３
―
２ 

三
角
縁
吾
作
銘
二
神
二
獣
鏡
」
は
同
笵
鏡
が
現
在
二
面
知

ら
れ
る
。
こ
の
拓
本
が
ど
ち
ら
の
鏡
の
も
の
な
の
か
あ
る
い
は
ど
ち
ら

で
も
な
い
別
の
も
の
で
あ
る
の
か
は
極
め
が
た
い
と
資
料
解
説
は
あ
く

ま
で
も
慎
重
で
あ
る
が
、
鏡
の
腐
食
や
ヒ
ビ
と
の
対
応
か
ら
奈
良
市
弥

勒
寺
鏡
と
認
め
て
よ
い
の
で
は
な
い
か

（
（1
（

。

　

第
四
章
で
は
ま
ず
天
保
四
年
の
正
倉
院
開
封
に
あ
た
り
、
奈
良
奉
行

梶か
じ

井い

良よ
し

材き

の
配
下
と
し
て
正
倉
院
文
書
の
整
理
や
宝
物
の
図
化
を
行
っ

た
穂
井
田
忠
友
が
紹
介
さ
れ
る
。
続
い
て
江
戸
時
代
数
回
行
わ
れ
た
正

倉
院
開
封
の
際
の
宝
物
調
査
、
ま
た
明
治
五
年
の
社
寺
宝
物
調
査
（
壬

申
検
査
）、
お
よ
び
模
写
・
模
造
さ
れ
た
宝
物
が
紹
介
さ
れ
る
。

　

た
だ
「
宝
物
全
体
を
見
渡
し
た
本
格
的
な
調
査
」
は
壬
申
検
査
以
降

で
あ
る
と
し
て
江
戸
時
代
の
整
理
は
軽
く
ふ
れ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
。

そ
の
評
価
は
別
と
し
て
も
、『
集
古
帖
』
掲
載
の
禁
裏
・
東
大
寺
関
係

の
ソ
ー
ス
と
な
っ
た
こ
と
で
分
か
る
よ
う
に
吉
田
家
と
深
い
つ
な
が
り

を
持
つ
穂
井
田
忠
友
が
中
心
と
な
っ
て
三
年
を
か
け
て
行
わ
れ
、
正
倉
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院
文
書
正
集
五
十
巻
が
整
理
さ
れ
た
天
保
の
開
封
之
儀
に
つ
い
て
は
き

ち
ん
と
紹
介
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

　

第
五
章
で
は
好
古
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
る
。『
集

古
十
種
』
に
吉
田
家
蔵
品
が
掲
載
さ
れ
た
り
、
名
取
川
の
埋
木
で
作
っ

た
文
台
が
松
平
定
信
か
ら
道
可
に
贈
ら
れ
た
り
、
二
人
の
間
に
接
点
の

あ
る
こ
と
は
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が

（
（1
（

、
具
体
的
な
関
係
は
ほ
と
ん

ど
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
共
同
研
究
な
ど
に
よ

り
『
集
古
十
種
』
の
西
国
取
材
に
あ
た
っ
て
蒹
葭
堂
や
道
可
な
ど
の
好

古
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
や
そ
の
成
立
過
程
を
示
す
史

料
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。
道
可
の
容
貌
を
伝
え
る
「
参
考
２
―
２ 

近
世
名
家
肖
像
図
巻
」
は
寛
政
八
年
の
取
材
の
際
の
文
晁
の
ス
ケ
ッ
チ

「
参
考
２
―
１ 

画
学
斎
過
眼
図
彙
」
を
も
と
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
な
ど
は
な
は
だ
興
味
深
い
。

　

吉
田
家
三
代
に
な
ら
ぶ
よ
う
な
好
古
家
で
は
あ
る
も
の
の
現
在
忘
れ

ら
れ
て
い
る
人
物
に
大
坂
惣
年
寄
で
あ
っ
た
野
里
梅
園
が
い
る
。「
２

―
21 

聆
涛
閣
帖
」
の
織
氊
は
梅
園
の
「
２
―
26 

梅
園
奇
賞
」
に
「
法

隆
寺
所
伝
織
氊
」
と
あ
る
も
の
と
同
じ
も
の
で
あ
る
が
、
梅
園
の
集
古

帖
で
あ
る
加
賀
文
庫

（
（1
（

『
摽
有
梅
』
一
に
は
そ
の
全
形
が
写
さ
れ
、
織
り

を
示
す
た
め
に
拓
本
ま
で
採
っ
て
い
る
。
ま
た
「
法
隆
寺
有
所
西
園
院

古
氊
太
子
御
氊
之
紋
」
と
さ
ら
に
詳
し
い
情
報
も
書
か
れ
る
。
筆
者
は

か
つ
て
加
賀
文
庫
の
『
摽
有
梅
』
を
見
て
そ
の
情
報
の
凄
さ
に
仰
天
し

た
。
梅
園
の
好
古
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
先
に
は
梶
井
良
材
・
水
野
忠
邦
な

ど
も
い
る
。
大
坂
の
人
が
ま
と
め
た
も
の
で
は
あ
る
が
江
戸
時
代
の
一

級
資
料
と
し
て
加
賀
文
庫
『
摽
有
梅
』
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
が
待

ち
遠
し
い
。

　

展
示
の
最
後
は
、
二
度
に
わ
た
り
吉
田
家
を
訪
れ
、
貴
重
な
情
報
を

残
し
た
松
浦
武
四
郎
の
一
畳
敷
。
明
治
十
二
年
、
数
え
六
二
歳
の
武
四

郎
は
吉
田
家
訪
問
の
二
日
前
、
四
月
二
七
日
に
神
戸
駅
か
ら
有
馬
街

道
（
現
在
の
国
道
四
二
八
号
線
） 

を
上
り
小お

う
ぶ部

峠
を
越
え
、
原は

ら
の
む
ら

野
村
の

栗つ

ゆ
落
花
家
、
東ひ

が
し
し
も
む
ら

下
村
の
鷲
尾
家
、
さ
ら
に
衝つ

く
は
ら
む
ら

原
村
の
箱は

こ
ぎ
せ
ん
ね
ん
や

木
千
年
家
を
訪

ね
て
い
る

（
（1
（

（
ナ
ビ
タ
イ
ム
に
よ
れ
ば
行
程
一
六
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）。

箱
木
家
で
は
棟
札
の
写
し
二
、三
枚
と
男
竹
と
女
竹
の
古
材
を
貰
っ
て

い
る
。
こ
の
竹
材
は
一
畳
敷
の
書
棚
椽た

る
きの

下
の
外
側
風
入
れ
に
使
わ

れ
（
（1
（た
と
の
こ
と
だ
が
現
状
は
無
く
な
っ
て
い
る

（
（1
（

と
の
こ
と
で
残
念
。

　

こ
れ
ま
で
地
元
に
お
い
て
す
ら
知
る
人
ぞ
知
る
存
在
で
あ
っ
た
聆
涛

閣
の
展
示
も
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
内

容
が
知
ら
れ
る
に
従
い
、
し
り
上
が
り
に
観
覧
者
が
増
え
た
と
聞
く
。

遠
い
佐
倉
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
神
戸
か
ら
の
観
覧
者
は
数
が
限

ら
れ
て
い
た
が
、
地
元
で
の
周
知
・
宣
伝
を
兼
ね
て
神
戸
大
と
の
共
催
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で
行
わ
れ
た
関
連
講
演
会
に
は
定
員
を
大
幅
に
超
え
る
聴
講
希
望
者
が

あ
り
、
そ
の
聴
講
を
き
っ
か
け
に
佐
倉
を
訪
ね
た
人
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
歴
博
開
催
の
公
開
講
座
が
視
聴
で
き
る
が

（
（1
（

、

そ
の
公
開
日
が
五
月
六
日
、
会
期
残
り
二
日
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
な

ん
と
も
も
っ
た
い
な
い
。
講
演
会
当
日
の
配
信
な
ど
展
示
期
間
中
の
発

信
が
あ
れ
ば
展
示
へ
の
興
味
を
惹
き
、
会
場
へ
足
を
運
ぶ
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
残
念
で
あ
っ
た
。

　

聆
涛
閣
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
国
デ
ビ
ュ
ー
と
な
る
今
回
の
企
画
展
は

そ
の
一
部
を
紹
介
し
得
た
に
過
ぎ
な
い
が
、か
つ
て
正
木
直
彦
氏
が「
集

古
十
種
は
素
人
の
手
に
成
り
集
古
帖
は
玄
人
の
手
に
成
つ
た
と
も
い
へ

る
。（
中
略
）
集
古
十
種
は
す
べ
て
が
原
物
か
ら
見
れ
ば
複
写
縮
写
で

あ
る
か
ら
自
ら
価
値
が
少
い
。（
中
略
）
集
古
図
（
＝
『
集
古
帖
』）
は

す
べ
て
（
で
は
な
い
が
：
引
用
者
）
実
物
実
写
の
原
本
原
拓
も
の
で
あ

る
故
に
根
本
の
資
料
で
あ
る
点
が
最
大
の
価
値
で
あ
る

（
（1
（

」
と
ま
で
評
価

し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
は
肯
け
る
だ
ろ
う
。

　

忘
れ
ら
れ
か
け
て
い
た
住
吉
の
吉
田
家
ま
た
聆
涛
閣
が
全
国
に
周
知

さ
れ
た
こ
と
は
地
元
民
と
し
て
大
変
う
れ
し
い
。
し
か
も
共
同
研
究
と

い
う
形
で
全
国
各
地
の
専
門
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
検
討
し
て
今

回
の
成
果
が
上
げ
ら
れ
た
わ
け
で
、『
集
古
帖
』
が
歴
博
に
収
蔵
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
う
。

　

全
国
に
四
散
し
た
資
料
を
探
し
出
し
た
博
物
館
と
研
究
者
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
は
敬
服
す
る
。
展
示
図
録
の
図
版
と
解
説
、
近
々
公
開
さ
れ

る
だ
ろ
う
『
歴
博
研
究
報
告
』
に
よ
り
、
吉
田
家
と
『
集
古
帖
』
に
関

す
る
研
究
の
現
状
は
共
有
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
無
論
二
四
〇
〇
点
に

も
お
よ
ぶ
資
料
の
探
求
は
未
だ
し
だ
が
『
集
古
帖
』
は
歴
博
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス「Khirin

」
（
（1
（

で
そ
の
す
べ
て
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

版
本
『
聆
涛
閣
帖
』
は
二
冊
と
も
に
東
京
国
立
博
物
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
（2
（

で
閲
覧
で
き
る
。
検
討
材
料
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て

お
り
、
今
後
皆
に
開
か
れ
た
現
代
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
各
地
か
ら

の
情
報
を
共
有
で
き
る
体
制
が
構
築
さ
れ
れ
ば
う
れ
し
い
。
そ
し
て
十

年
後
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
新
た
に
構
成
さ
れ
る
「
聆
涛
閣
展
２
」
が
歴

博
と
地
元
の
博
物
館
と
の
共
催
・
巡
回
展
と
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
つ
つ
筆
を
擱
く
。

註（
１
） 

歴
博
ほ
か
二
〇
一
九
『
住
吉
の
豪
商
・
吉
田
家
の
お
宝 

ま
ぼ
ろ
し
の
聆
涛

閣
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』

（
２
） 

反
町
茂
雄
一
九
八
九
『
一
古
書
肆
の
思
い
出
４ 

激
流
に
枠
さ
し
て
』

（
３
） https://w

w
w.city.kobe.lg.jp/docum

ents/59885/2nd_gaiyousho.pdf
（
４
） https://w

w
w.rekihaku.ac.jp/events/forum

/old/f2023/pdf/115.pdf
（
５
） 
久
留
島
浩
二
〇
一
六
「『
古
物
（
古
器
旧
物
）』
か
ら
『
文
化
財
』
へ
」
講
座
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明
治
維
新
11
『
明
治
維
新
と
宗
教
・
文
化
』、
古
谷
毅
二
〇
二
〇
「
文
化
財

保
護
法
以
前 

考
古
・
民
俗
資
料
の
収
集
・
研
究
と
保
護
」『
文
化
財
の
活
用

と
は
何
か
』

（
６
） 

梅
原
末
治
一
九
三
三
「
銅
鐸
研
究
の
一
新
資
料
」『
考
古
学
雑
誌
』
二
三
―

四

（
７
） 

武
庫
郡
住
吉
村
一
九
四
六
「
吉
田
道
可
」『
住
吉
村
誌
』
な
ど

（
８
） 

資
料
解
説
「
２
―
３ 
筆
の
す
さ
び 【
翻
刻
】」

（
９
） 

辰
馬
悦
藏
一
九
四
六「『
銅
鐸
獲
例
考
』と
そ
の
所
掲
の
満
願
寺
出
土
の
銅
鐸
」

『
西
宮
』
三

（
10
） 

鐘
方
正
樹
二
〇
一
二
「
弥
勒
寺
蔵
三
角
縁
吾
作
銘
二
神
二
獣
鏡
に
つ
い
て
」

『
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
年
報
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
度
』

（
11
） 

正
木
直
彦
一
九
三
二｢

聆
濤
閣
古
文
書
と
集
古
帖
『
美
術
研
究
』
四

（
12
） 

加
藤
明
恵
二
〇
二
二
「
吉
田
道
可
に
よ
る
松
平
定
信
『
集
古
十
種
』
編
纂
事

業
へ
の
支
援
と
文
化
的
交
流
」
内
田
雅
夫
編
『
住
吉
の
豪
商 

吉
田
家
【
論

文
篇
】』
所
収
、
加
藤
明
恵
二
〇
二
三
「『
摂
津
国
莵
原
郡
住
吉
村
』「
住
吉

良
運
商
社
文
書
」
の
調
査
と
史
料
紹
介
」『
灘
の
酒
造
家
吉
田
家
の
文
化
・

学
術
活
動
の
研
究 

報
告
書
』

（
13
） 

東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵

（
13
） 

佐
藤
貞
夫
編
二
〇
一
五 

松
浦
武
四
郎
『
己
卯
記
行
』

（
14
） 

松
浦
武
四
郎
一
八
八
七
『
木
片
勧
進
』

（
15
） 

ヘ
ン
リ
ー
・
ス
ミ
ス
一
九
九
三
『
泰
山
荘 

松
浦
武
四
郎
の
一
畳
敷
の
世
界
』

（
16
） https://w

w
w

.youtube.com
/w

atch?v=cD
8Cw

H
m

H
m

JE

（
18
） 

正
木
直
彦
一
九
三
二｢

聆
濤
閣
古
文
書
と
集
古
帖
『
美
術
研
究
』
四

（
19
） https://khirin-ld.rekihaku.ac.jp/

（
20
） https://w

ebarchives.tnm
.jp/dlib/detail/4478

※
『
い
に
し
え
が
、
好
き
っ
！ 

―
近
世
好
古
図
録
の
文
化
誌
―
』
の
展
示
解
説

が
二
〇
二
三
年
八
月
十
二
日
に
公
開
さ
れ
た
。

　
　

 https://w
w

w
.youtube.com

/w
atch?v=-PgQ

7xjS4Rc&
t=1072s


